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 勝村 倫考 
スピネル酸化物である MnV2O4 の多結晶試料については、その物性について R.Plumier

等の論文[1]で報告されており、TN＝56K で常磁性からフェリ磁性へ磁性相転移を起こし、

Ts＝53K で cubic から tetragonal へ構造相転移を起こすということが知られている。構造

相転移において、B サイトを中心とする酸素八面体は c 軸方向に潰れているが、V3+イオン

は３ｄ軌道に電子を２つ持っているので、Jahn-Teller 効果だけを考えるならｃ軸方向に伸

びるはずである。そうならない原因として V3+イオンの３ｄ軌道における軌道整列が考えら

れている。 
本研究では、MnV2O4に起こる２つの相転移のメカニズムとその関係について調べること

を目的として、MnV2O4の単結晶を FZ 法によって作成し、格子ひずみ測定と光学測定を行

った。格子ひずみ測定では、温度依存性と磁場依存性を測定した。 

   
  
 
Fig.１より、単結晶では、5７K 付近で構造相転移と磁性相転移がほぼ同時に起こること

が分かる。また、Fig.２において、T=60K、59K では磁場を印加することで構造相転移が

起こることが示されており、磁気モーメントの整列が軌道整列を通じて構造相転移を引き

起こしているということがわかった。 
さらに MnV2O4 の単結晶を用いて反射率を測定し、その光学伝導度を求めた。Fig.３に

示すように、各温度で 1.7eV 付近のスペクトルにピークが見られたが、磁性相転移前後で

変化せず、この吸収は V3+イオンの 
３ｄ軌道間の遷移ではないとわかった。 
 

[1] R.Plumier et al 
 Solid State Comm. 64,1,53(1987) 
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Fig.１ MnV2O4単結晶における格子 

ひずみの温度依存性と磁化曲線 

Fig．2  MnV2O4単結晶における格子ひずみ

の磁場依存性 
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Fig.３ MnV2O4の光学伝導度の温度変化 


